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実存分析的視点による生き方態度の発達的研究H

一PILと 自己受容による検討

高 井 範 子

【要 旨】

Franklの 実存分析理論 に基づいて開発 されたPIL(PurposeinLifeTest)と 自己受容尺度 を用 いて、

大学生および成入男女合計1695名(M687名 、F1008名:大 学生から70代 以上の計7つ の年齢群)を 対

象 に生 き方態度の発達的変化の検討 を行 った。その結果、人生に意味 を見出 し、活気や充実感 に満

ちて生活で きている度合いを測定するPILの 得 点および自己受容得点 は、男女共に概ね加齢に伴って

上昇する傾向が見 られ、両尺度 とも30代 か ら40代 、40代 か ら50代 にかけて有意 な得点上昇 を示 して

いた。 また、人々は 「死に対する心の準備」 を50代 以降、有意に強めてい く様子が窺え、年齢群 ご

とにその背景 となるい くつかの要 因が見出 された。その人なりに自分の人生 に 「意味や目的」 を見

出せていることや、「自己課題的」 な生き方態度 などが 「死への心の準備」へ と通 じる要因 となるこ

とが示 され、 さらに死への心の準備のできている人は人生 に対 して積極的な生 き方態度を とってい

ることも示された。

1.は じめ に

Franklは実存分析理論(Logotherapy)を 提唱 し、人間を身体や心、精神 といった3次 元に

区別 し、人間存在 をこれらの多様 な統一的全体的存在 として捉 え、全次元的現実から公正に

評価 した人間像 を打 ち立て ようと した。3次 元の なかで も特 に精神 的次 元 を重視 した

Frank1(1969)は 、神経症の類型分類 において も心 因性神経症や身体因性神経症 とは別 に、精

神的問題、道徳的問題、良心 との葛藤、意味への意志の フラス トレーション、実存的フラス

トレーションなどか ら生 じる精神因性神経症があるとした。実存的フラス トレーションとは、

自分の実存が意味をもっていないという感情であ り、自分の人生に独 自性の感覚を与 える意

味 と目的を見出せ ない ときに実存的空虚を経験するとしている。

Crumbaugh&Maholick(1964)は 、FranklのLogotherapyの 理論 に基づき、PIL(PurposeinLife

Test)を開発 した。PILは3部 から成るが、本研究 においては第1部 である態度スケール と呼ば

れるものを取 り上げて、人々の生 き方態度を検討 してい くことにする。態度スケールは自分

の人生に独自な意味や 目的を見出すことがで きない場合に感 じる実存的空虚や実存的欲求不

満 を数量的に測定することを目指 して作成 されたものである。PILは 佐藤(1975)に よって翻

訳 され、その後 も検討が重ねられている。態度スケールは既述 したように実存的空虚を測定

す るものとして開発 されたが、プラスの方向(得 点の高い方向)か ら見るな らば、主 として

個人が どの程度、人生の意味や目標 を見出 しているか、また活気や充実感 に満ちて生活でき

ているか等 を問うものでもある。Franklの実存分析理論 に基づいた研究としては、PILで は取

り上げ られていない視点を主にし、Fran】d(1952,1955,1969)の理論を基に精神的健康の側面に
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焦点 を当てた尺度を独自に開発 し(高 井,1991,1994)、 その後も検討がなされた改訂版 「実存

的生 き方態度インベ ントリー(EAL)」 を用いて青年期から老年期を対象に、人々の生 き方

態度の発達的変化に関する研究がなされている(高 井,1999a)。 その結果、EALの 下位尺度

である 「決断性・責任性 ・独自性」「自己の存在価値」 「自己課題性」「意味志向性」 によって

測定 される生 き方態度が加齢に伴 って強 まってい くことが示 され、 また、PILや 自己受容、

自尊感情 と正の相関を持つことが示 されている。

そこで、本研究においてはEALが 測定する生 き方態度 と関連が見 られたPILお よび自己受

容を取 り上げ、個々に発達的変化 を検討 し、人々の生 き方態度の背景 にある要因を探ってい

くことにする。PILに 関 しては、既 に1990年 度調査 によって青年期から老年期の人々を対象

にした発達的変化の検討がなされているが(高 井,1991)、1990年 度調査の結果 と本研究 にお

ける調査結果 を比較検討 し、年月の経過に伴 い、PIL得 点が年齢段 階別お よび性別によって

どの ように変化 しているのかを概観することにする。時代や社会の影響 を強 く受ける人々の

生き方態度研究においては年月を経た検討 も必要であると思われる。

また、人々の生 き方意識や態度を探 ってい く研究において、「死」のテーマも重要なテー

マ となる。特に中年期以降は 「死」のテーマと対時せねばならない状況が否応な しに生 じて

くる。本研究 においては、PILの 項 目に含まれる 「死に対する心の準備」に関する項 目を取

り上げ、人々の 「死」 に対する姿勢が加齢 に伴 ってどのように変化 してい くのかを探ると共

に、生 き方態度 との関連をも検討することにする。

2.方 法

(1)調 査 対象 者

大学生 お よび成 人男 女(会 社員 、公 務員 、主婦そ の他)で あ り、有効 回答総計1695名 で あ

る。

内訳 は、大 学生285名(Mll8,F167)平 均 年齢209歳 、 大学 生 を除 く20代345名(M128,

F217)25.5歳 、30代271名(M130,F141)34.0歳 、40代318名(Mll2,F206)44.9歳 、50代

183名(M56,F127)53.9歳 、60代202名(M93,F109)64.3歳 、70代 以 上91名(M50,F41)

73.7歳 で あ る。

調査 時期:1996年10月 ～11月 。

(2)調 査 実施 の手続 き

質問紙 は大学 に関 しては主 として関西 の国公私立 大学 におけ る配布 を行い 、企 業 に関 して

は大手 ・中小 の複 数の企業 お よび市 役所 その他へ の配布 を行 った。 さらに知 人 を通 して所属

サー クルその他へ の配布 を依頼 した。各組織 内で の回収 は組織 に属 す る知人 に依 頼 し、留 置

法 によって行 った。 また、本研 究 におい て重 視す る視点 は、主 と して人生 を前 向 きに積極 的

に生 きる人々の生 き方態度 であ るため、老年期 に関 して は老 人大学 に質問紙 の配布 ・回収 を

依頼 し、協 力 を得 た(老 人大 学 にお け る有効 回答176部)。
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(3)調 査 尺度

①PIL(Cmmbaugh&Mahohck,1964)の 態 度ス ケール:岡 堂(1993)に よ る改訂版 を用 いた。

20項 目、7件 法尺 度、得点 化 は1点 ～7点 であ る。主 に どの程度 人生 に生 きる意味 や 目的

を見出 し,活 気や充 実感 に満 ち て生活 しているか といった こ とを問 うものであ る。

② 自己受 容尺度:宮 沢(1988)に よ る4件 法尺度(1点 ～4点)で あ り、本研究 にお いてはL

ス ケー ル を除 く27項 目の合 成 得 点 を用 い た 。 「自己理 解 」、「自己承 認 」、 「自己価 値」、

「自己信頼 」の4側 面 を含 む尺度 。

③実 存的生 き方態 度 インベ ン トリー(EAL:ExistentialA面tudetow肛dLifeInvento理):高

井(1999a)に よ る改 訂版尺 度。 「決 断性 ・責任性 ・独 自性 」 「自己の存在 価値」 「自己課題

性」 「意味志 向性」 の4下 位 尺度 か ら構成 され 、35項 目よ りな る5件 法尺度(1点 ～5点)。

④対 人関係性尺度:「 閉鎖性 ・防衛性」 「あ りの ままの 自己」 「他 者依拠」 「他 者受容」 「自

己優先」 よ りな る28項 目、5件 法尺度(1点 ～5点)(高 井,1999b)。

⑤ 存 在受容尺度:高 井(1997)に よる22項 目 、5件 法 尺度(1点 ～5点)。 「他者 か らの受

容」 「疎外 感 ・孤独感 」 「超越力 を意識」 「感謝 ・安 らぎ感」 の4下 位 尺度 よ り構成。

⑥ 自尊 感情尺度(Rosenberg,1965):山 本 ・松 井 ・山成(1982)が 邦 訳 した もの(10項 目)を

5件 法(1点 ～5点)で 用 いた。

3.結 果

先ず、PILと 自己受容尺度の年齢段階別の発達的変化 をそれぞれ概観 した後、それ らの結

果を踏 まえて考察を行 うことにする。

(1)PlLに よる生き方態度の発達的変化

」)PIL得 点による検討

PILの 態度スケール20項 目の総得点で検討 を行っている先行研究(佐 藤,1975)と 比較 し、

時代 による影響が どの程度反映 されているのかを検討するため、PILの 総得点比較を行 う

ことにする。大学生から70代以上の、計7つ の年齢群による年齢段階別の差お よび性差の

検討 を行 った(Table1,Fig.1)。PIL総 得点 について、年齢 と性を2要 因とする分散分析 を行

った結果、交互作用が有意であった(F(6,1681)=2.22,p<.05)。 各水準 ごとに単純主効果の検

定 を行 った結果、年齢 に関 しては男女共 に0.1%水 準で有意であった為、各年齢段階別の

得点の平均値について多重比較 を行った。その結果、男性では30代 か ら40代、50代 にかけ

て5%水 準での有意な得点上昇が見 られ、女性では同じく30代から40代 にかけて5%水 準

で、40代 か ら50代 にかけては0.1%水 準、50代 か ら60代 にかけては1%水 準 でそれぞれ有

意な得点上昇 を示 している。性差 に関 しては、70代 以上 において女性の方が男性 よりも

1%水 準で有意 に得点が高い。

これ らの結果か ら、概 ね、男女共に加齢に伴 って得点が上昇する傾向が見 られた。男女

共に30代 から40代 、50代 にかけて、それぞれ人生に意味 を見出し、活気や充実感に満ちて

生活する度合いを有意に強めてい く様子が窺 える。これらの変化は40代 か ら50代にかけて
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の女性 におい て大 きいので あ るが、女性 は50代 か ら60代 にか けて も更 に これ らの 意識 を強

め、70代 以 上で は男性 が得点 の低下 を示 す一 方で、女性 は性差 が見 られ るほ どに有 意 な得

点 上昇 を示 してい る。

1990年 度 調査(高 井,1991.Table2,Fig.2)で は 、 年齢 と性 を2要 因 とす る分散分析 を

行 った結 果 、交互 作用 は見 られず 、年 齢 のみ主 効果 が 見 られ た(F(5,1398)=30.65,p<0.01)。

男 女込 み に して多重比 較 を行 った結果 、20代 か ら30代 に か けて0.1%水 準 で、30代 か ら40

代 、40代 か ら50代 にか けてそれ ぞれ1%水 準 での有意 な得点 上昇 を示 していた。

TablelPIし 総得 点(1996年 度)の 平均値(SD)

大学生 20代 30代 40代 50代 60代 70代 以上

性

性
差

男

女
性

95r92(17.76)95.54(21.36)96」 〕5(17.50)<100.63(16.73)〈106.57(17」04)11134(15,63)

94メ審9(16.94)93.48(17.14>96.09(17,24)〈100.77(17,13)<<<109.52(15.56)<<115.96(16.13)

108.00(19.95)

11832(17.72)

聯

(<<<)Pく.001

Table2PIL総 得 点(1990年 度)の 平 均 値(SD)

**(<<)p〈.01(〈)p〈,05

大学生 20代 30代 40代 50代 60代 以上

男 女 込9t41(18.82)

男 性9243(18.44)

女90.6719」2)

91.73(17.67)<<<96.93(16.35)<<100.85(15.76)<<106.65(17.31)

8926(19.23)95ま37(17.38)100.45(1644)104。77(17.55)

93,03(16,69)98」 〕0(15.39)101.10(15.36)108.1217.07

107.68(16.92)

107.56(15.88)
107.77(17.77)

(<<<)P<.001(<<)P<01
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1990年 度調査 では60代 のみの年齢群 を設けていなかったので、老年期に関 しては本研究

結果 と厳密 には比較できないのであるが、本研究においては、30代 と40代 の女性を除いて

前回 よりも全般 的に得点が高 くなっている。 また、前回調査では全年齢群 を通 じて概ね女

性の方が男性 よりも得点が高い傾 向が見 られたが、本研究 においては青年期では男性の方

が高 く、30代 、40代 で男女がほぼ同じ得点を示 し、女性の40代 から50代 にかけての有意な

得点上昇に加 えて、老年期においても女性の得点は上昇 し続け、男女に大 きな差が見 られ

たことが特徴的であった。PILに よる発達的変化の特徴 として、1990年 度調査において空

の巣症候群が取 り沙汰される40代 から50代の女性の実存的視点から見た生 き方態度が有意

に高まっていることが特徴的な もの として示 されていたが(高井,1991,1994)、6年 を経 た

1996年 度調査 においてその傾向が更に強まり、同時に50代 か ら60代 にかけての女性の生 き

方態度 も有意 に強められていることが本研究の特徴的なものであった。 これ らは、EALの

視点か ら見た生 き方態度(高 井,1999a)と 同様の傾向を示 している。

また、大学生の時代別デー タ比較を行 っている佐藤(1975)に よれば、1966年 度(男 女合

計110名,M=90.76)よ りも1972～1973年 度調査(男女合計155名,M=88.37)の 方が得点が減少

してお り、当時、若い人々の間に実存的空白状態が広まっているのではないか としていた

が、高井による1990年 度調査および1996年 度(本 研究)結 果においては、1966年 度 よりも

かな り得点が上昇 してお り、本研究結果の得点が最も高 くなっている。1972～1973年 当時

の日本は、大学や高校ではまだ学園紛争が繰 り広げられていた時代で もある。従って、当

時の若者の間に実存的空虚が広 まっているのではないかとした背景には、そうした時代 に

よる影響 も考えられるのではないかと思われる。また、青年期以上を対象にして調査 した

結果から、佐藤は、中年期 までは加齢 に伴って上昇 していた得点(45歳 ～54歳 群の平均値

が最 も高 く、M=106.20)が55歳 以上の年齢群 において低下 している(M=99.20)こ とを踏

まえて、Franklが 述べる"定 年退職 と人生の意味意識の喪失 との関連"を 踏 まえた検討を

する必要があるとしているが、高井による1990年 度お よび1996年 度調査における男性の60

代の得点には上昇が見られている。1975年 当時に比 して平均寿命ものび、定年 も延長され、

心身共に健康 な60代 の人々が増えてきている。老人大学な ど趣味や教養 を深める諸機関の

充実 も図られている現在においては、老年期 を生 きる人々の姿勢は以前 に比べ積極的なも

のに変化 しているのではないだろうか。

2)「 死1に 対 す る心の峯備 に関 す る検 討(Table3.Fig.3).

PILの 項目のうち、「No.15:死 に対 して私は心の準備がなく恐ろしい。 ←→ 十分に心の

準備ができてお りこわくはない。」 という問いに対 して7段 階評定で回答する ものである。

年齢 と性 を2要 因とする分散分析 を行 った結果、交互作用は有意ではなく、年齢による主

効果(F(6,168D=3L90)が0.1%水 準で有意であった。男女込みにして多重比較を行 った結果、

40代 から50代 にかけて0.1%水 準で、50代 から60代 にかけては5%水 準での有意 な得点上

昇を示 している。これらの結果から、人々は 「死に対する心の準備」を40代 から50代 、60

代 にかけて有意に強めてい く様子が窺える。また、40代 において男女の得点が近似 してい

ることも特徴的であった。
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Table3「 死 」に対する心の準備

大学生 20代 30代 40代 50代. 60代70代 以上

男 女 込3.70(1,86)3.61(1.92)3.84(1.91)3.83(1.79)<<<477(t77)く5.21(1.56)5.40(1.56)

男 性3.88(1.97)3.78(2.10)3.95(1,82)3.87(1β1)5.09(t51)5」7(1.47)5,18(1.46)

女 性3.57(t77)3.52(1β1)3.74(1.99)3.81(t79)4.63(1。86)5,24(1.64)5.66(t66)

<<<p<.001<pく05

次に、上記の結果を踏 まえ、年齢段階によって異なる 「死への心の準備」の背景 となる

要因を探 るために、No15を 従属変数 とし、調査尺度の①～⑥ を独立変数 とした重回帰分

析 を行った(1>(Table4)。 「死への心の準備」の要因を探 るものであるため、分析対象群

としては、得点が有意に上昇 した50代 を単独で取 り上げ、その前後 をまとめて計3群 によ

る分析 を行 った。その結果、3群 に共通 して見 られる要因 としては、「意味 ・目的」が挙

げられ、前2群 の共通要因としては 「超越力 を意識」 と 「"脱"他 者依拠」が、後2群 の

共通要因 としては 「自己課題性」が挙げられる。それぞれの年齢群のみに挙がっているも

のとしては、大学生か ら40代 の年齢群では、「自己の存在価値」や 「主体性」 「"脱"閉 鎖

性 ・防衛性」「意味志向性」が要因となり、50代 では 「感謝 ・安 らぎ感」や 「他者か らの

受容」が、60代 以上では 「自己受容」や 「あ りのままの自己」が要因となっている。

さらに、No15の 得点(1点 ～7点)に よる3群 別(低 群:1点 ～2点 。中群:3点 ～5点 。

高群:6点 ～7点)の 尺度得点比較を行 った(Table5)。EALやPILの 実存的生 き方態度

領域、対人関係性の 「ありのままの自己」や 「他者受容」領域、存在受容の 「超越力 を意
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識」 「感謝 ・安 らぎ感」、および 「自己受容」や 「自尊感情」において、高群が他の2群 に

比 して0.1%水 準 での有意 に高い得点を示 している。逆に、「閉鎖性 ・防衛性」「他者依拠」

「自己優先」領域では、低群 ・中群が高群に比 して0.1%水 準で有意 に高い得点を示 してい

る。

T8ble4'「 死に対する心の準備」を従属変数とする重回帰分析

年 代 R2 独立変数(楳準偏回帰係数)

大学生～

40代

50代

60代 以上

.136轍 超 越 力 葬童 識(.208繕)、 自 己 の 存 在 価 値(.195辮)、 他 者 依 拠(一.190榊)、 主 体 性(」33榊)

閉 鎖 性 ・防 衛 性(一.118榊)、 意 味 志 向 性(.106判)、 魅 且 的(.087")

.410榊 且 己遜 雌(.328糊)、 他 者 依 拠(一.292榊)、j盟 睦 童 謹(.249聯)、 魅 且 曲( .213聯)

感 謝 ・安 らぎ 感(.184廓)、 他 者 か らの 受 容(.128率)

.211榊 鯉1(.324桝)、 自 己 受 容(283榊)、 且 己 課題 性(.266榊)、 あ りの ま まの 自 己(.18ブ)

***pく,001,**p<.01,*p〈 .05

Table5「 死に対する心の準備」の3群 別比較 、(全調査者・男女)

(N=406)(N=797)
29.26(6.99)29.74(6.OO)

43,17(9.75)43.43(8.46)

(N=492)

3406(6.91)低,中<<<高

48.67(9.68)<<<

比(Tuke)F

① 意味・目的
'●

桝83
.53
構55
.42

己

③ 決断性・責任性・独自性

自己の存在価値
自己課題性

幽

83.47(11.39)82.79(10.23)88.41(11.15)低 中<<<高

35.81(6.99)3693(5.98)41.07(629)低 く中 くくく高

27.25(4.71)26.67(423)
34.07(7.88)34.91(733)

29.55(5.55)30.18(5.18)

28.98(4.75)低,中<<<高

39.75(7.96)低,中 くく<高

33.87(5.42)低 中 くくく高

榊
44.07
榊93
.16
榊40
.61
榊80
.08
桝

94.77

④ 閉鎖性・防衛性
ありのままの自己

他者依拠
他者受容
自己 先

18.50(5.81)

12.32(3.34)

20.18(4.73)

24.54(4.43)

11,20(3」07)

18.64(5.03)

1271(2{B8)

18.64(4.55)

24.68(3.98)

10.77(2.61)

17.21(5.63)

14.27(3.01)

17.20(4.99)

27.07(4.24)

9,80(2.92)

低,中>>〉 高 杜55辮

低,中<<<高58.08桝

低 〉>>中 〉〉>高44.07榊

低,中 く<<高59。98辮

低 〉中〉>>30.04榊

⑤ 他者からの受容
疎外感・孤独感
超越力を意識
・ らぎ

30.13(5.88)

12.48(5.01)

8」)1(3,90)

20.59(3.64)

28.93(5.38)

13.80(4b88)

9。10(3.80)

2042(3.31)

30.61(5.11)
'12
.13(499)

11.20(4.08)

21.80(3.26)

低>>中 くくく高1636辮

低<く く中>>>高2038輯

低 くくく中<<<高79.97榊

低 くく<26.92榊

6自 35.277.46)34.79(6.62)3714(703)氏 中 くくく高 18.00榊

***(<<<)p<.001,**(<<)p<.01,*(〈)p〈.05
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(2)自 己受容に関する検討

自己受容尺度について年齢 と性を2要 因とする分散分析を行った結果、交互作用は見 られ

ず、年齢のみ主効果(F(6,1681>=19.61)が0.1%水 準で有意であった(Table6,Fig.4)。 男女込

みにして多重比較 を行 った結果、30代 か ら40代 にかけて1%水 準で、40代 か ら50代 にかけて

5%水 準での有意な得点上昇が見 られた。 自己受容においても40代で男女がほぼ同 じ得点を

示 している。以上の結果から、人は加齢に伴って自己受容の度合いを深めてい く傾向にある

ことが示 されている。性差は見 られない ものの青年期、中年期においては男性の得点の方が

女性の得点 を上回っている年齢群が多いが、40代 で男女がほぼ同 じ自己受容度を示 し、老年

期 においては逆に女性の得点が男性の得点 を上回り、自己受容の姿勢を強めていく様子が窺

える。

91

89

87

85

83

81

79

77

+男 性

噛 ・一女性

・・ ▲'

75

大学生20代

、▲

〆 ・

A一

.●

30代40代50代60代70代

肚

Fi84自 己受容の兜達的変化

Table6年 齢段階別の自己受容得点の平均値(SD)

大学生 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

男 女 込8125(11.51)82.07(11.34)

男 性8t50(12.38)83.92(12.36)

女 性81ρ7(10.87)80.97(10.56)

83.03(10.18)<<85.58(10.58)<87.90(9.86)

83,65(10.11)85.5で(1123)88.55(10.93)

82.47(唖0.23)85.63(10.24)87.61(9.38)

89.41(9.72)88.55(10.85)

88.35(9.12)86.62(1t3)
90.31(10.16)90.90(9.91)

<<P〈.01〈P<ゆ5
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4.考 察

本研究結果か ら、PILが 測定する、人生に意味や目的を見出 し、充実感に満ちて生活で き

ている度合いや自己受容の度合いが男女共に概ね加齢に伴 って強 くなってい くことが示され、

PILに よる調査結果は6年 を経ても同様の傾向が見 られた。老年期 も含めた50代 以降の女性

の有意 な得点上昇も特徴的であったが、老年期において女性の得点が男性を上回っていた と

いう傾向は、自己受容で も示されていた。PILは 自己受容 と強い関連が見 られている(相 関

係数:。737,p<0。01)。 自己をいろいろな側面において しっか り受容できていること、或いは、

過去において受容 し辛かった自己であって も加齢 と共に様々な人生経験を経て、自己自身や

他者、物事に対する見方が変化 し、次第に自己を受容できるようになってい くことによって、

自分の人生に対 して も肯定的な見方ができるようになり、そのことが日々の生 き方態度 にも

影響を及ぼ してい くのではないだろうか。

また、人々は中年期後半か ら 「死 に対する心の準備」を次第 に整えてい く様子が窺えた。

そして、その人なりに自分の人生 に 「意味や目的」 を見出せていることが 「死に対する心の

準備」 につなが っていくことが示 されていた。 さらに、中年期以降を生きる人々にとっては、
"いつ も何かの課題に取 り組んでいる

。自分のなすべ き課題や 目標を自分から進んで見つけ

ようとする。人生を充実 したものにする努力をしている"と いった 「自己課題的」な生 き方

態度 もまたその要因となっていた。「死」 というテーマが実感 として身近なものに迫って く

るとき、人は一 日一日を大切に生 きようとするものであろう。人生に対 し悔いのない生 き方

をすること、 日々の生活を充実 させて生 きることが、いつ 「死」 と対時することになっても

よい心の準備につながるものであろうと思われる。また、人知を超えた 「超越力」 によって
"生かされ

、守 られ、受容 されている自己"と いった感覚 も 「死」を自らの生命過程に包含

する要因 となっていた。「死」 との対峙 も含めて自己の 「生 ・生命」 を存在の根底か ら意識

することによって、人知を超越 したものに対する思い も強 くなってくるのではないか と思 わ

れる。

そして、「死への心の準備」が出来ている人々は、EALの 実存的生 き方態度や対他的次元

の生 き方態度において も積極的で自律的 ・主体的に生き、充実感に満ちた生 き方をしてお り、

さらに、自尊感情や自己受容度 も高 く、他者 との関係性における自己の存在価値 をも自覚で

きている様子が窺えた。「死」を洞察す るところから、残 された人生、そ して現在 を如何 に

生 きるかという自己の実存 に関わる問題が自己の内に提起 される。 自己の内に渦巻 く激 しい

葛藤から、時には人生をかけた決断が下 されることもあろう。Kierkegaarは 自己を喪失す る

か否かは人間の責任 と決断に委ねられてお り、そこに人間にとっての無限の可能性 と自由が

あるとした。このKierkegaarの 説 く責任性、決断性、自由性はFran】dの思想にも受け継がれた

ものである。死 との対峙か らなされる残 された人生への新たな決意 といった こともあろう。

「死」への洞察は 「生 ・生命」への洞察につなが るもので もあ り、そのことが生 き方態度 に

も反映 されるのではないかと思われる。

本研究において見出された更なる特徴 としては、全年齢群を通 じての得点推移傾向を概観

した場合、PIL得 点、「死」 に対する心の準備、自己受容、いずれもこれらの年齢段階別の得
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点上昇過程 において、40代 における男女の得点が非常に近似 していたことが挙げられよう。

これは自尊感情や「あ りの ままの自己を生 きる姿勢」においても同様の傾向が見 られている

(高井,1999b)。 その後の生 き方態度において、性差が見 られるほど女性の得点が男性の得点

を上回ってい くものもあれば、性差はない ものの男性の得点が女性の得点を上回っていたも

のもあった。生 き方態度の有意 な強まりというのは領域に よっては30代 から40代 にかけて次

第に始まってい くことも示 されていたが、EALに よる検討 も含めると、特 に女性における40

代か ら50代 にかけてその強ま りが顕著であったことが明らかにされている。これら一連の生

き方態度領域における複数の視点による検討から、40代 という年齢段階が、成人期における

人生の一つのtumingpointと も言えるstageである様子が窺える。Jungは 早 くから中年の心理

一社会的な発達に注目し、40歳 前後を人生の一つの転換期 として重視 している。その時期は

心理的に最 も重要 な変化が準備 されている時期であるとしている。そ して、Jungが 呼ぶ 「個

性化(Jung,1933)」、或いは自己実現の過程が顕著になって くるのが40歳 頃か らであるとい う。

中年期においては、自分の生活や人生 について見直すことが多 くなると言われているが、そ

の見直 しも、人生 というものを生 まれてか ら今 日に至 るまでの時間という観点よりもむ しろ、

今後生 きてい く上 に残された時間という観点から捉えることによって人生を築き直そ うとす

るのである。そして、残 された時間には限 りがあるにもかかわらず、成 し遂げるべ きことは

まだまだ多い という切迫 した感情 をもつこともあろ う。これをGould(1972)は 「時間の圧搾

(timesqueeze)」 と呼んでいる。中年期 は、 自我成熟に伴い、人生で最 も安定 し成熟 した適

応様式を示す時期であるという見方 もある一方で、上述 したようにそれまでひたす ら歩んで

きた人生 をふ と立 ち止まって振 り返 り、残 された人生、残 された時間といった感覚が強 くな

り、各自の生活世界の日々の営みにおける仕事や役割 をこなす中で、焦燥に満ちた複雑 な想

いに駆 られる時期でもある。また、身体的衰えも実感 し始める時期でもある。女性にとって

は更年期 と言われるstageで あ り、身体的変化が精神 的にも大 きな影響 を及ぼす時期である。

心身における病的状態を引 き起こすか否かは別として、中年期 とい うのは人生 における実存

的テーマに対する関心が喚起 される時期 と言えよう。身体的変化や 「死」のテーマ、そ して

残 された人生の有限性 を実感 し、過去 ・現在 ・未来 にわたって自分の人生 を捉 え直す とき、

得 られるもの よりも失うもの、 さらに自分の限界についての意識を強 く持ち過ぎて しまうと

ころから中年期の心理的危機が生 じることもあろうと思われる。 しかし、このような危機を

如何に克服 してい くか、人生前半において生 きられなかった自己をどう生 きるか、残 された

人生 をどう捉えるかによって も個人のその後の生 き方態度が大 きく異なって くるものであろ

う。対人関係領域において40代 を境 にその後の男女の生 き方態度に差が見 られたことも示 さ

れているが(高 井,1999b)、 女性は40代 か ら50代 にかけて対 自的次元において も対他的次元

において も前向 きで積極的な生 き方態度を強めてい くことが示 されていた。本研究 における

PIL得 点においては男性の得点は60代 をピークに低下 していたが、女性は70代 以上でも得点

を伸ば し続けている。中年期は人生の危機 も取 り沙汰 され、転換期 とも言われるstageである

が、女性にとって大 きな意識変革を迎える時期のようである。人生を積極的に生 きる姿勢 と

共に、「死」への心の準備をも着実に整えなが ら老年期の人生の統合(Erikson,1959)に 向け

ての歩みを始めるのであろう。
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以上に見 てきたように、PILと 自己受容 を中心 に他の変数 をも加えて人々の生 き方態度の

発達的変化 を検討 してきた本研究、およびEALに よる検討 も含めた一連の実存的視点か ら見

た生き方態度 においては、中年期以降において男女の生 き方態度に特徴的な差が見 られたこ

とや(高井,1999a,1999b)、40代 というstageが成人期 における転換期 とも言 えるstageであるこ

とが改めて浮 き彫 りにされた。 さらに、中年期(特 に50代)の みならず、老年期 を生 きる女性

が男性に比 して人生 を前向 きに積極的に生きている姿が捉えられた。死への心の準備と共に、

自分に残 された40代 以降の人生 をどう捉えるのかということによって、その後め生 き方態度

が異なって くるのではないかと思われる。これらのことも人生を積極的に生 きる生き方の背

景にある要因の一つ と考 えられるのではないだろうか。

しか しながら、心理学研究を行 う場合、調査対象者によって、 また、複雑な人間存在の内

的世界の どこをどう切 り取るかによって得 られる人間像が異なって くることは言 うまで もな

い。 しか し、どの ような研究から得 られた知見 も全て、人間に内在する或 る側面 を捉えてい

ることは事実であろう。精神的健康の側面、臨床心理学的側面、身体的側面、その他様々な

視点か らのアプローチを通 して広い視野から柔軟 に人間を見つめてい くことによって初めて、

人間本質の全次元的現実 に迫れるものであろう。

[注]

(1)独 立変数のうち、①PILに 関 しては、20項 目の中から 「意味 ・目的(主 として人生の意味や目的を見出し

ている度合いを問う6項 目)」 と 「活気 ・充実感(日 々の生活を活気や充実感に満ちて生活 している度合

いを問う9項 目)を 取り出して用いた。
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AStudyontheDevelopmentalProcessoftheAttitudetowardHfe

fromtheViewpointofanExistentialAnalysis

AnInvestigationbyusingtheHLandtheSelf-acceptancescale

NddkoTAKAI

ThepuΦoseoflhisstudyistoexamine,usingthePILbasedonFrankrsexistentialanalysis

andthesel卜acceptancescale,howone'sattitudetowardlifbdevelopswithage.Palticipantswere

1,695menandwomen,from18to88yearsold.ThePILmeasurestowhatdegreepeoplearefullof

vigorandsuccessfUlinfindingameaninginlifb.Theresultswereasfbllows:Themeanscoresofthe

PILandthese豆f-acceptancefbrbothmenandwomentendedtoincreasewithage.Theyweresignifi-

cantlyhigherforthe30-39,4049,50-59agegroupsthaneachimmediatelyprecedinggroup.

Fu曲e㎜ore,prep孤edness沁rone'sdea血strengthenedsigni五c㎝tly丘om50sonw叙ds.Foreachage

group,somefactorswerefound.hwasseenthatsuchfactorscontributetohigherreceptivitytodeath

asfinding"meaningorpurpose"inone'slif6,andanautonomouslifb-styleinwhichanindividuaI

setshim一/herselfvariousassignments.ItwasfUnhershownthatapersonwhoispreparedfordeatk

hasapositiveattitudetowardlifb.


